
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

25,400 26,809 26,100 28,768

0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

利用者ニーズの多様化に対応するため、センターの管理運営に柔軟な発想やノウハウを活かせるよう指定管理者制度を有効に活用して

いく。

目標に対

する成果

の状況

指定管理者制度導入により、開館時間の延長や効果的な登山関連の各種講座の検討、開催を行った。

 概算事業費（B（A）+C） 26,226 27,635 26,928 29,596

826 828

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの

財源

26,809 26,100

概　算

人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

826

25,400 25,400 26,100

828

26,809 26,100 28,768

合計（A) 25,400 28,768

7,800人

27年度27年度27年度27年度 28年度

当初予算 25,400

補正予算

暖房用ボイラー更新工事 直接

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績

H27 H28

（当初） （決算） （当初）

山岳総合センター指定管理料

指定

管理

山岳総合センター指定管理を実施した。

受託者：長野県山岳協会

26,100 26,100 26,100

－

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

長野県教育委員会事務局及び学校以外の教育機関の組織に関する規則

課・室 山岳高原観光課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail mt-tourism@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

7-3　生涯を通じた文化・スポーツに親しむ環境づくり

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

28,768

安全な登山の普及、遭難防止及び自然保護の普及啓発、野外活動の指導者の養成を目指す。

・登山人口の増加や遭難事故の増加に加え、健康や自然志向の高まり、山の楽しみ方の多様化など、山岳総合センターの役割への期待

が高まっている。

・利用者ニーズの多様化に対応するため、センターの運営に柔軟な発想やノウハウ等を活かせるよう指定管理者制度を平成24年４月に導

入した。

・現在の指定管理者の指定期間が平成27年３月末で終了するが、平成27年４月以降も指定管理者制度を継続する。（平成27年４月から５

年間）

成果目標の達成状況

項目

利用事業利用者数

事業番号 08 01 05 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 山岳総合センター管理運営事業費山岳総合センター管理運営事業費山岳総合センター管理運営事業費山岳総合センター管理運営事業費
担

当

課

部局 観光部

3 スポーツの振興 実施期間 Ｓ44 ～

7,800人 8,425人 達成

条例に基づき、指定管理者による施設管理を行う。

また、指定管理者による各種講座の開催を行う。（安全登山講座44講座、野外活動13講座）

Ｈ27
H28

目標

H26末

（実績）
目標 成果 達成状況

8,700人

－ 2,668

合計 26,100 26,100


